
仕　様　書

１　業務を行う場所、面積、回数等は、別表のとおりとする。
　　
２　日常清掃に従事する日は、次に示す日以外の日とし、業務時間については別途協議して定めるものとする。

　　東区民文化センター休館日

· 毎週月曜日（祝日法の休日にあたるとき及び８月６日は開館）

· 年末年始（１２月２９日から１月３日）

　　東区図書館休館日

· 毎週月曜日（祝日法の休日にあたるとき及び８月６日は開館）
· 祝日法の休日の翌日（土・日・月・祝日法の休日にあたるときは、その直後の平日）

· 年末年始（１２月２９日から１月３日）
※1　 令和２年度以降、広島市区民文化センター条例規則及び広島市立図書館管理運営規則の改正等の事由により、休館日等が変更された時はこれに従う。
※2　 別表に示す日常清掃の清掃日数は、平成３１年度の開館日数及び過去の利用率等をもとに算出している。令和２年度以降の清掃日数については、年度開始１ヶ月前までに発注者が定め通知する。

※3   別表に示す月毎の日常清掃の作業回数及び作業日数は、一例であり利用状況等に応じて適宜行うこととし、常に清潔な状態を保つこと。
３　定期清掃に従事する日時については、発注者の業務に支障のない日時とし、別途協議して定めるものとする。
４　受注者は、業務に支障を生じないよう常時所要の人員を配置させねばならない。
５　報告事項等
委託契約約款第１２条第１項に定める委託業務実施報告書は、業務日誌及び１か月分の業務内容を記載した月間報告書とし、受注者は、業務日誌については業務終了の翌日（休日等についてはその翌日）に、月間報告書については翌月１０日までに（ただし３月３１日の業務日誌及び３月の月間報告書については、３月３１日の業務終了後に）、それぞれ所定の様式により発注者に提出するものとする。
６　検査完了期日（期限）
発注者による毎月の業務の検査完了期日（期限）は、翌月１９日（ただし、実施報告書を受領した日の翌日から起算して９日目に当たる日が早く到来する場合は、当該日）とする。ただし、これらの日が３月３１日を越える場合は、３月３１日とする。
７　業務上必要な軽微の補修については受注者の負担において実施するものとする。ただし電力料及び水道料は発注者が負担するものとする。
８　業務実施にあたっての留意事項

（１）受注者は、業務に従事する従業員には、常に受注者名入りの統一した衣服を着用させるものとする。
（２）従業員には、次の事項を遵守させるものとする。

　　ア　品位を保ち、来館者に対して不快感を与えるような言動、行動をしないこと。
　　イ　節度あるきびきびした作業を行うこと。
　　ウ　休憩は指定した場所で行い、その際は機具・資材等を一箇所に整頓しておくこと。
（３）受注者は、作業終了後には、指定の場所に器具・資材等を整理して格納するものとする。

（４）業務に使用する洗剤、ワックスその他の薬品等は、材質に適した優良品を使用するも
のとする。
（５）日常清掃における除塵には、マイクロファイバーモップ及びアルカリ電解水を使用すること。

９　玄関マットの設置を下記のとおり実施するものとする。

（１）規格・数量

　　　　　大(１４０ｃｍ以上×１７５ｃｍ以上)　３枚　

　　　　　中(　８０ｃｍ以上×１４０ｃｍ以上)　４枚　

　　　　　小(　６０ｃｍ以上×　９０ｃｍ以上)　２枚

　　（２）使用マットは靴底の汚れをマット上でとれるように化学処理がしてあるもので、２週間の持続効果があるものとする。

　　（３）設置期間は委託期間中とし、１ヵ月に２回以上交換するものとする。

　　（４）設置場所は発注者と受注者が協議の上定める。この際点字ブロックを塞ぐことがないよう十分注意することとする。

　　（５）発注者の重大なる瑕疵または故意によるマットの紛失・汚損以外は、受注者は発注者に対して損害賠償を請求することはできない。
10　毎月の作業の日程表は、作業実施日の前月の２０日までに提出し、発注者の承認を受けた後、これに基づいて定められた業務を行うものとする。
11　受注者は、あらかじめ発注者に対し、現場責任者及び従業員の住所、氏名及び履歴を報告し承認を得なければならない。異動があったときも同様とする。

12　その他

　　（１）受注者は契約期間の満了を迎える際には、次年度の本業務において業務に支障をきたさないよう十分な引き継ぎを行わなければならない。
（２）この仕様書に疑義があるとき、又は定めのない事項については、発注者と受注者が協議して定めるものとする。
